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要  約 

 

飼料価格の高騰を受け、県内の養豚経営では農産副産物の規格外大麦の飼料利用に関 

心が高まっている。そこで豚の肥育前期における規格外大麦の給与割合の違いが、発育 

や肉質に及ぼす影響について検討した。 

 当場産のLW去勢豚12頭を用いて、72日齢から112日齢までを肥育前期とし、試験区は 

子豚育成用配合飼料のみの対照区、大麦代替20%区、40%代替区の3区を設け、 

各区4頭で実施した。 

 肥育前期において、配合飼料を規格外大麦で40％まで代替しても、発育成績、1日当 

たりの飼料摂取量は、対照区との間に差はなく、その後の発育や肉質成績にも差はなか 

った。 

 

 

Ⅰ 緒  言 

 

飼料に配合される穀物の大部分は輸入穀物

であり、特にとうもろこし、こうりゃん、大麦

の輸入先は、米国・オーストラリア等に大きく

依存している。米国ではバイオエタノールの需

要により飼料用とうもろこしの輸出量が減少

し、米国以外での飼料用とうもろこしの需要が

増えている。配合飼料価格は、原料割合の高い

とうもろこしの価格のほか、海上運賃や為替相

場などの影響をうけて高騰しており、畜産農家

の経営に大きく影響している。 

そこで、とうもろこしに代わる家畜用飼料と

して、地域農業副産物である規格外大麦を肥育

前期に利用して、発育成績や枝肉成績、肉質成

績等に及ぼす影響について検討した。 

 

 

Ⅱ 材料および方法 

 

 

１ 試験区の構成 

肥育前期に子豚育成用配合飼料に破砕した

規格外大麦（六条大麦）を、20%と40%代替し

た飼料を給与する区と子豚育成用配合飼料の

み給与する対照区の3区で試験を行った。大麦

の破砕率は95%とした。 

飼料は不断給餌、水は自由飲水とした。 



 

 

肥育後期は肉豚肥育用配合飼料（CP13.0%、

TDN78.0%）のみ給与した。 

 表１に飼料内容を示した。 

表1 試験飼料の栄養価 

区  分 対照区 大麦代替

20%区 

大麦代替

40%区 

肥育前期用配合飼料 100% 80% 60% 

規格外大麦代替率 ― 20% 40% 

可消化養分総量(TDN) 79.0% 78.0% 77.0% 

粗蛋白質(CP) 13.0% 11.9% 10.7% 

粗脂肪（EE） 2.5% 2.5% 2.5% 

粗繊維（CF） 5.0% 5.4% 5.8% 

※規格外大麦の粗蛋白質、粗脂肪、粗繊維は分

析値、TDNは日本標準飼料成分表(2001年版)値

より試算 

 

２ 供試豚 

当場産LW交雑種去勢豚12頭を各区4頭とし

た。 

 

３ 試験期間 

平成21年6月25日から9月14日 

肥育前期： 72日齢～112日齢の40日間 

肥育後期：112日齢～153日齢の42日間 

 

４ 調査項目 

発育成績（体重・1日当たりの増体量）、1日

当たりの飼料摂取量、枝肉成績（格付け・枝肉

重量・歩留率・胸最長筋面積・肉色）、肉質成

績、脂肪酸組成、血清中IgG濃度 
 

Ⅲ 結  果 

 

LW去勢豚の肥育前期に規格外大麦を代替す

ることで、飼料の粗蛋白質と可消化養分総量が

低くなったが、終了平均体重は格試験区に差が

なく、期間中の増体量にも差がなかった（表２）。 

 

表２ 肥育前期の発育成績 

区  分 対照区 大麦代替

20%区 

大麦代替

40%区 

開始平均体重 (kg) 34.1 33.3 34.1 

終了平均体重 (kg) 69.8 69.4 68.6 

期間平均増体重(kg) 35.6 36.1 35.5 

肥育前期の1日当たりの増体量は対照区が

0.89、大麦代替20%区が0.90、大麦代替40%区が

0.89と差はなかった。また1日当たりの飼料摂取

量も差はなかった（図１）。 

 
図１ 肥育前期の発育成績と飼料摂取量 

 

肥育後期の1日当たりの増体量は対照区が

0.94、大麦代替20%区が0.93、大麦代替40%区が

0.89と差はなかった。また、1日あたりの飼料摂

取量も差はなかった（図２）。 

 
図２ 肥育後期の発育成績と飼料摂取量 

 

 出荷体重と枝肉重量、背脂肪厚、胸最長筋は、

各区に差がなかった（表３）。 

 

表３ 出荷体重と枝肉成績 

区  分 対照区 大麦代替

20%区 

大麦代替

40%区 

出荷日齢 (日) 151 151 153 

出荷体重 (日) 105.6 105.9 104.6 

枝肉重量 (kg) 66.8 69.0 67.6 

歩留り率 (％) 63.2 65.1 64.6 

背脂肪厚 (cm) 1.5 1.8 1.8 

胸最長筋面積(cm2) 31.6 27.0 33.5 

肉色（PCS） 2.7 3.6 3.8 

 

肉質成績および脂肪酸組成については、大麦

代替区の肉色が濃くなる傾向がみられたが、各

試験区において有意な差はかった（表４、表５）。 



 

 

表４ 胸最長筋の肉質成績 

区  分 対照区 大麦代替

20%区 

大麦代替

40%区 

水分（％） 75.0 73.9 74.0 

粗脂肪含量（％） 2.1 2.4 2.1 

ﾄﾞﾘｯﾌﾟロス（％） 2.9 2.7 2.4 

加熱損失（％） 36.0 31.8 30.7 

剪断力価（LB） 2.9 2.7 2.4 

保水性（％） 81.0 77.3 77.7 

脂肪内層融点（℃） 38.3 39.2 38.5 

 

表５ 胸最長筋の脂肪酸組成 

区  分 対照区 大麦代替

20%区 

大麦代替

40%区 

パルミチン酸（％） 25.0 25.1 25.4 

ステアリン酸（％） 14.0 12.5 12.4 

オレイン酸（％） 46.1 44.2 46.7 

リノール酸（％） 7.6 10.0 7.3 

 

血清中のIgG濃度を、75、91、112日齢で測定

した結果、各区に差はなかった（図３）。 

 

図３ 血清中IgG濃度の推移 

 
 

Ⅳ 考  察 

 

肥育前期に配合飼料の20%と40%を規格外六

条大麦で代替し、肥育後期の発育への影響を調

査したが、発育に差がなく、出荷体重や枝肉成

績に有意な差がなかった。肥育前期は赤肉と骨

の成長が盛んな時期であり、脂肪よりも赤肉の

増加量が多い1)と言われており、肥育前期にお

いて規格外大麦代替率は40%でもが可能と考え

られる。 

また、肥育前期において高エネルギー飼料を、

肥育後期に高蛋白質飼料を給与した区が発育

は優れていたという報告2)3)があり、肥育後期の

エネルギー水準の試験が実施されている4)が、

本試験において肥育前期の規格外大麦代替率

が高まるほど、飼料のエネルギーおよび粗蛋白

質は低下したが、発育に差が出なかった。肥育

後期において規格外大麦配合による発育試験
５）６）７）８）では、良好な発育を得られるのは20、
30%との報告もあるため、規格外大麦代替期間

について今後検討する必要がある。 

穀類を全粒のまま給与すると十分咀嚼され

ずに消化管を通過する1)。今回破砕率95%で実

施し、大麦代替による発育や1日当たりの飼料

摂取量に差がみられなかったが、今後破砕の程

度について検討を要する。 

肉質成績では、肉色は規格外大麦代替区が濃

くなる傾向がみられるが有意な差はなかった。   

肥育後期に大麦配合による肉質検査が報告

されており6)7)8)、肥育前期において大麦を代替

した試験では規格外大麦代替率が上がるほど

ドリップロス、加熱損失が少なく、剪断力価が

小さくなり、かつ保水性が低くなる傾向が見ら

れたが、有意な差はなかった。 

肥育豚にβグルカンを添加することによって

IgG濃度が13週齢より高くなる報告9)がある。大

麦にβグルカンが含まれている10)ことから、本

試験でIgG濃度を測定を行ったが、大麦給与に

よる差はみられなかった。今後大麦給与とIgG

濃度の検討が必要になる。 
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Food prices, concern has risen to feed farm by-products non standard barley in hog raising management of 

the province. Non standard barley in prior period fattening pig payroll percentage difference is then examined 
for growth and fleshy in effect. Using LW BARROW pig 12 head of livestock examination hall, 72 days from 
age 112 days until the citizen fattening first term, and test-set up alternate District 3 district contrast district 
only pigs for promotion with fodder, barley alternate 20 % district, 40 %, in each District 4 head.Also fattening 
first term in compound feed non standard barley in up to 40 % instead, growth performance, this day feed 
intake of contrast district between difference is not the future growth and fleshy also difference was. 


